
つ
く
と
、
子
ど
も
た
ち
は
ま
た
新

た
な
冒
険
に
目
を
向
け
ら
れ
ま

す
。

　
そ
し
て
そ
の
後
、
現
代
の
高
度

情
報
通
信
社
会
へ
と
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
情
報
技
術
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、

現
代
社
会
の
中
で
、
ど
の
暮
ら
し

の
中
に
も
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
、

手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
身

近
な
も
の
か
ら
、
地
球
を
廻
っ
て

い
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

人
工
衛
星
、
す
べ
て
が
高
度
情
報

通
信
技
術
に
支
え
ら
れ
て
い
る
時

代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
流

れ
を
教
科
書
の
中
の
歴
史
記
述
か

ら
学
び
ま
す
。
そ
こ
で
、
で
は
こ

の
先
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う

と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
今
度
は
未

来
へ
の
冒
険
を
始
め
ま
す
。

　

冒
険
を
始
め
る
と
い
う
こ
と

は
、
学
習
指
導
要
領
で
言
う
と
こ

ろ
の
調
べ
学
習
。
主
体
的
、
対
話

的
で
深
い
学
び
を
し
て
、思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
を
身
に
つ
け
て

い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
明
日
へ
進
む
か
は
、
読

者
し
だ
い
で
す
。
さ
あ
、
教
科
書

の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
、
学
び
の
旅

へ
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
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り
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
日
本
の
歴

史
を
遡
っ
て
い
く
と
、
た
と
え
ば

最
近
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
と
も

結
び
つ
い
て
い
き
、
さ
ら
に
冒
険

を
続
け
て
い
き
た
く
な
り
ま
す
。

　
逆
に
、
江
戸
幕
府
開
幕
か
ら
現

代
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

徳
川
時
代
か
ら
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令
和
と
な

り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
江
戸
時
代

は
飛
脚
や
早
馬
で
手
紙
を
送
っ
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
郵

便
制
度
や
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
っ
た
こ
と
は
教
科
書
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
や
っ
ぱ
り

基
礎
知
識
。
で
も
、
電
話
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
た
１
８
９
０
（
明
治

23
）
年
と
い
う
の
は
、
実
は
第
１

回
目
の
衆
議
院
総
選
挙
や
帝
国
議

会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
日
本
が
近

代
化
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
出

し
た
年
だ
と
い
う
記
述
に
も
気
が

と
が
で
き
ま
す
。

　

地
上
か
ら
見
て
い
る
よ
う
に
、

太
陽
が
空
を
ぐ
る
っ
と
廻
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
て
、
地
球
が
自
転

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
太
陽
の
周
り

を
廻
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
基

礎
学
力
。
そ
れ
を
知
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
宇
宙
へ
の

冒
険
が
始
ま
り
ま
す
。

「
１
６
０
３
年
に
徳
川
家
康
が
江

戸
幕
府
を
開
き
ま
し
た
」
と
教
科

書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
年

次
を
覚
え
て
お
く
の
は
、
日
本
史

の
学
習
の
上
で
は
、
や
は
り
基
礎

知
識
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。で
も
、

こ
の
時
代
の
政
治
や
文
化
を
学
ん

だ
と
こ
ろ
か
ら
、
で
は
そ
れ
以
前

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、戦
国
時
代
、

室
町
時
代
、
平
安
時
代
、
さ
ら
に

古
代
へ
と
遡
っ
て
、
人
々
の
暮
ら

し
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
、
こ
れ

ま
た
子
ど
も
た
ち
の
冒
険
が
始
ま

「
教
科
書
を
冒
険
し
よ
う
！
」
と

は
、
教
科
書
協
会
が
定
め
て
い
る

４
月
10
日
「
教
科
書
の
日
」
の
今

年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　

教
科
書
は
、児
童･

生
徒
が
学
校

教
育
に
お
い
て
基
礎
知
識・
学
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
主
た
る
教

材
で
す
。
で
も
、教
科
書
に
は「
基

礎
知
識･

学
力
」だ
け
が
記
述
さ

れ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
に
は
、
科
学
の
謎
、
歴
史

の
物
語
、
そ
し
て
未
来
の
可
能
性

が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
科
書

の
中
に
は
、
私
た
ち
が
ま
だ
知
ら

な
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
朝
、
太
陽
が
昇
り
、
そ
し
て

沈
む
ま
で
の
時
間
を
日
照
時
間
と

言
い
ま
す
。
こ
れ
は
最
初
の
基
礎

知
識
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。で
も
、

こ
こ
で
教
科
書
で
は
、
そ
の
基
礎

知
識
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
先
の
こ

と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
く
こ
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公
益
社
団
法
人 
読
書
推
進
運
動
協

議
会
は
、
２
０
２
３
年
10
月
～
12
月
に

か
け
て
全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
の
ご

協
力
の
も
と
に
行
っ
た
「
２
０
２
３
年

度 

全
国
読
書
グ
ル
ー
プ
調
査
」
の
結

果
報
告
書
『
２
０
２
３
年
度 

全
国
読

書
グ
ル
ー
プ
総
覧
』
を
刊
行
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
回
調
査
で
は
、
１
９
６
０

件
の
図
書
館
・
類
縁
機
関
よ
り

１
万
１
６
９
２
の
グ
ル
ー
プ
（
こ
れ
ま

で
、
１
万
１
６
９
７
と
し
て
い
ま
し
た

が
回
答
の
重
複
を
精
査
し
、
最
終
的
に

１
万
１
６
９
２
と
い
た
し
ま
し
た
）
の

活
動
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
図
書
館
・
類
縁
機
関

の
み
な
さ
ま
、
読
書
グ
ル
ー
プ
の
み
な

さ
ま
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

『
全
国
グ
ル
ー
プ
総
覧
』
に
は
、
都
道

府
県
別
の
読
書
グ
ル
ー
プ
数
の
ほ
か
、

読
書
グ
ル
ー
プ
の
発
足
年
代
、
活
動
の

重
な
り
状
況
、
活
動
内
容
と
活
動
場
所

の
関
係
な
ど
を
紹
介
。
今
回
、
特
別
に

設
け
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
休
止
期
間
」
も
、
活
動
内
容
と
活
動

場
所
別
に
集
計
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

掲
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
読
書
グ
ル
ー

　

日
本
書
店
商
業
組
合
連
合
会
（
日

書
連
）
は
、
４
月
21
日
㈪
か
ら
５
月

12
日
㈪
ま
で
、「
春
の
読
者
還
元
祭 

２
０
２
５
」
を
全
国
の
実
施
書
店
で
開

催
す
る
。

　
こ
の
「
読
者
還
元
祭
」
は
、
春
と
秋

の「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」「
読
書
週
間
」

時
期
の
恒
例
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て

お
り
、今
年
５
年
目
と
な
る
。

　
今
回
も
実
施
書
店
で
は
、
書
籍
・
雑

誌
を
購
入
し
た
読
者
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
サ
イ
ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
入
っ
た
し

お
り
を
進
呈
す
る
。
読
者
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
必

要
事
項
を
記
載
し
て
応
募
。
抽
選
で
図

書
カ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ギ
フ
ト
が
当
た
る

（
５
０
０
０
円
分
200
本
、
３
０
０
０
円

分
200
本
、１
０
０
０
円
分
１
４
０
０
本
、

総
額
300
万
円
）。

　
抽
選
方
法
は
、
結
果
が
そ
の
場
で
わ

か
る
「
ス
ピ
ー
ド
く
じ
」
を
採
用
し
て

い
る
。
当
選
者
に
は
、
５
月
中
旬
以
降

に
メ
ー
ル
で
図
書
カ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ギ
フ

ト
が
送
ら
れ
る
。

「
春
の
読
者
還
元
祭
」
の
詳
細
は
日
書

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
実
施
書
店

名
も
近
日
告
知
さ
れ
る
。

●
日
書
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.n-shoten.jp/

　
５
月
４
日

（日祝）
～
５
日

（月祝）
、
東
京
都
台

東
区
の
上
野
恩
賜
公
園
で
、「
上
野
の

森 

親
子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

（
主
催
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議
／

日
本
児
童
図
書
出
版
協
会
／
一
般
財
団

法
人
出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
）
が
開

催
さ
れ
る
。

　
昨
年
は
約
２
万
８
５
０
０
人
が
来
場
。

書
籍
の
売
り
上
げ
も
約
３
３
０
０
万
円

に
上
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
上

野
公
園
を
彩
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。

　
催
事
の
メ
イ
ン
で
あ
る
謝
恩
価
格
で

の
児
童
書
販
売
「
子
ど
も
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
は
、
す
で
に
昨
年
を

上
回
る
70
社
を
超
え
る
出
展
を
予
定
、

ブ
ー
ス
で
は
各
版
元
が
み
ず
か
ら
厳
選

し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
販
売
す
る
。

　
販
売
さ
れ
る
書
籍
の
作
家
サ
イ
ン
会

や
、
講
談
社
の
「
全
国
訪
問
お
は
な
し

隊
in
上
野
公
園
」
な
ど
、
今
回
も
盛
り

だ
く
さ
ん
の
お
楽
し
み
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
原
爆
投
下
80
年
の
今

年
、
調
律
師
の
矢
川
光
則
さ
ん
が
修
復

し
た「
被
爆
ピ
ア
ノ
」を
会
場
に
設
置
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
Ｊ
・
コ
ー
ラ
ー

さ
ん
に
よ
る
演
奏
や
、
関
連
す
る
講
演

会
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

■
「
上
野
の
森 

親
子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
へ

今
年
も
多
数
の
出
版
社
が
参
加

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
上
野
へ
！

今年も盛況が期待される「子どもブック
フェスティバル」（写真は去年）

■
日
書
連
「
春
の
読
者
還
元
祭
」
開
催

春
の
恒
例
行
事
！

本
屋
さ
ん
で
図
書
カ
ー
ド
を
当
て
よ
う
！

【左』実施書店に掲出されるポスター
【右】読者に進呈されるしおり（見本）

プ
の
お
名
前
も
、
ご
報
告
い
た
だ
い
た

機
関
ご
と
に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
春
よ
り
続
い
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
行
動
制
限
、
公
共
施
設
の
利
用
制
限

も
あ
り
、
読
書
グ
ル
ー
プ
数
が
大
き
く

減
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
今
回
の
調
査

で
し
た
が
、
前
回
２
０
１
８
年
度
よ
り

６
７
２
グ
ル
ー
プ
の
減
少
、
２
０
１
３

年
度
の
１
万
１
４
５
２
よ
り
も
多
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
読
書
支

援
」
や
、
高
齢
者
施
設
・
障
が
い
者
施

設
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
で
の
活
動

グ
ル
ー
プ
の
活
動
休
止
期
間
が
比
較
的

短
い
な
ど
、
情
報
が
届
き
に
く
い
人
た

ち
を
対
象
と
し
た
活
動
が
継
続
さ
れ
た

様
子
も
う
か
が
え
ま
す
。

　
今
後
、
発
送
準
備
に
入
り
、
各
都
道

府
県
立
中
央
図
書
館
へ
５
月
の
連
休
明

け
に
ご
希
望
い
た
だ
い
た
冊
数
を
お
送

り
し
、
そ
の
後
、
当
会
会
員
社
・
関
係

者
と
、
大
学
の
司
書
課
程
・
図
書
館
学

研
究
室
へ
順
次
、送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
集
計
表
各
種
と
「
集
計
結
果

に
つ
い
て
」
は
、
６
月
以
降
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ

を
作
成
し
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

■
『
２
０
２
３
年
度 

全
国
読
書
グ
ル
ー
プ
総
覧
』 

刊
行

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

機
関
と
み
な
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
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■
「
第
36
回 

読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
」

高
校
生
か
ら
の
応
募
が
増
加
！

全
国
か
ら
秀
作
・
力
作
が
集
ま
る

小学校低学年の部・文部科学大臣賞受賞作品
（西村咲希さん）

　
功
労
賞
受
賞
の
び
わ
こ
ビ
ブ
リ
オ
道

場（
滋
賀
県
）の
北
村
惠
美
子
さ
ん
は
、

「
私
の
子
育
て
期
に
名
作
絵
本
が
次
々

と
生
ま
れ
、
絵
本
や
本
と
の
出
会
い
を

く
れ
た
。
後
進
に
も
読
書
の
楽
し
さ
、

子
ど
も
と
関
わ
る
喜
び
を
伝
え
た
い
」

と
、
お
は
な
し
会
昔
っ
コ
（
福
岡
県
）

の
梅
田
惠
子
さ
ん
は
、「
こ
の
35
年
で

20
校
の
学
校
で
語
っ
て
き
た
。
当
時
の

子
ど
も
た
ち
が
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ

る
。
あ
と
10
年
し
た
ら
、
も
っ
と
深
み

の
あ
る
お
は
な
し
が
で
き
る
と
楽
し
み

に
し
て
い
る
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
祝
辞
は
、
東
京
子
ど
も
図
書
館
の
張

替
惠
子
理
事
長
。「
子
ど
も
が
本
を
読

み
成
長
す
る
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
い

る
人
が
、
日
本
各
地
に
地
層
の
よ
う
に

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
述
べ
た
。

　
贈
呈
式
後
の
懇
親
会
で
は
、
受
領
者

た
ち
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
。

独
立
し
、
情
報
が
行
き
わ
た
っ
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
。「
応
募
書
類
か
ら
『
継

続
は
力
な
り
』
と
尊
さ
を
感
じ
た
。
自

身
の
取
組
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
受
領
者
を
励
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
本
購
入
費
助
成
を
受
領
し

た
桂
坂
か
え
で
子
ど
も
文
庫（
京
都
府
）

の
清
水
鉄
郎
さ
ん
は
、
自
治
会
運
営

の
文
庫
活
動
を
紹
介
し
、「
こ
れ
を
励

み
に
い
っ
そ
う
充
実
し
た
文
庫
を
目
指

す
。
作
家
の
講
演
会
な
ど
10
周
年
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
病

院
・
施
設
子
ど
も
読
書
活
動
助
成
を
受

領
し
た
、
て
ん
や
く
絵
本
ふ
れ
あ
い
文

庫（
大
阪
府
）の
岩
田
美
津
子
さ
ん
は
、

「
見
え
な
い
人
も
見
え
る
人
と
同
じ
よ

う
に
本
を
読
み
た
い
と
、
40
年
、
て
ん

や
く
絵
本
を
作
っ
て
き
た
。
今
回
の
助

成
で
、
図
書
館
へ
の
巡
回
展
示
が
で
き

る
」
と
、
抱
負
を
語
っ
た
。
特
別
支
援

学
校
図
書
支
援
助
成
受
領
の
東
京
都
立

高
島
特
別
支
援
学
校
（
東
京
都
）
の
石

川
拓
校
長
は
、「
今
回
の
助
成
は
、
東

京
の
支
援
学
校
全
体
の
取
組
へ
の
評
価

と
思
っ
て
い
る
。こ
れ
を
エ
ン
ジ
ン
に
、

支
援
学
校
と
し
て
都
内
最
大
級
の
図
書

館
を
維
持
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

公
益
財
団
法
人 
伊
藤
忠
記
念
財

団
は
２
月
27
日
㈭
、
東
京
都
港
区
の

伊
藤
忠
商
事
東
京
本
社
ビ
ル
に
て

「
２
０
２
４
年
度 

子
ど
も
文
庫
助
成
事

業 

贈
呈
式
」
を
開
催
し
た
。

　
同
財
団
の
鈴
木
善
久
理
事
長
は
、「
昨

年
創
立
50
周
年
。
こ
の
50
年
、
読
書
推

進
活
動
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
行
っ
て
き

た
。
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
た
め
の
事

業
を
継
続
し
、
新
た
な
取
組
で
裾
野
を

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
選
考
委
員
長
の
石
井
光
恵
さ
ん
は
、

今
回
も
子
ど
も
食
堂
や
放
課
後
の
居
場

所
づ
く
り
団
体
か
ら
の
応
募
が
目
立
っ

た
こ
と
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
助
成
が

●
小
学
校
高
学
年
の
部

藤
井
さ
く
ら
さ
ん
（
島
根
県
江
津
市
立

高
角
小
学
校
６
年
）『
す
ご
い
ぞ
！ 

ク

モ
の
探
偵
団
』（
あ
か
ね
書
房
）

●
中
学
校
の
部

太
田
澪
里
さ
ん
（
徳
島
市
上
八
万
中
学

校
２
年
）『
ぼ
く
ら
が
大
人
に
な
る
日

ま
で
』（
講
談
社
）

●
高
等
学
校
の
部

加
藤
柊
俐
さ
ん
（
静
岡
県
浜
松
学
芸
高

等
学
校
２
年
）『
う
た
う
お
ば
け
』（
講

談
社
）

　
今
年
は
高
等
学
校
か
ら
の
応
募
が
増

え
た
。
審
査
委
員
か
ら
は
「
対
象
図

書
の
テ
ー
マ
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
伝
わ
る
作
品
が
多

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
は
２
月
28
日
㈮
に
、
東
京
都

千
代
田
区
の
如
水
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
ま
た
、
入
賞
作
品
は
す
べ
て
、
同

コ
ン
ク
ー
ル
公
式
サ
イ
ト
に
て
閲
覧
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

●
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
公
式

サ
イ
ト

https://w
w

w
.dokusyokansou

bun.jp/kansouga/
　
１
月
31
日
㈮
、「
第
36
回 

読
書
感
想

画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
＝
公
益
社

団
法
人 

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
／

毎
日
新
聞
社
ほ
か
）」
の
中
央
審
査
会

が
開
催
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
賞
ほ
か

32
点
の
入
賞
が
決
ま
っ
た
。

　
今
年
は
、
全
国
の
小
学
校・中
学
校・

高
等
学
校
か
ら
計
57
万
８
６
５
１
点
の

応
募
が
あ
っ
た
。
文
部
科
学
大
臣
賞
の

受
賞
者
・
対
象
図
書
は
、
以
下
の
と
お

り
。

●
小
学
校
低
学
年
の
部

西
村
咲
希
さ
ん
（
徳
島
県
吉
野
川
市
立

知
恵
島
小
学
校
１
年
）『
こ
っ
ち
に
お

い
で
よ
、
ち
び
ト
ラ
』（
徳
間
書
店
）

■
伊
藤
忠
記
念
財
団 

子
ど
も
文
庫
助
成
事
業 

贈
呈
式

全
国
の
子
ど
も
文
庫
・
実
演
グ
ル
ー
プ
へ

あ
た
た
か
い
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
る

受賞は「純粋に誇らしい気持ち」と語る
北村惠美子さん（びわこビブリオ道場）

現在、13 の学校で全学年におはなしを届け
ている梅田惠子さん（おはなし会昔っコ）
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■
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東
京

鮮
や
か
で
無
邪
気
な
西
巻
茅
子
さ
ん
の

世
界
に
ひ
た
る
展
覧
会

『わたしのワンピース』のラフスケッチ
タイトルが『ふしぎなワンピース」となっている

■
童
美
連 YouTube

絵
の
著
作
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

動
画
を
公
開

　
一
般
社
団
法
人 

日
本
児
童
出
版
美

術
家
連
盟
（
童
美
連
）
は
、同
会
の
公

式YouTube
チ
ャ
ン
ネ
ル「
童
美
連

チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
、動
画
『
児
童
書
の
絵

の
著
作
権
擁
護
の
あ
ゆ
み
』前
後
編
と
、

『
子
ど
も
の
本
の
画
家
の
た
め
の
著
作

権
講
座
』
全
３
回
を
公
開
し
て
い
る
。

『
児
童
書
の
絵
の
著
作
権
擁
護
の
あ
ゆ

み
』は
、ひ
ら
て
る
こ
さ
ん（
絵
本
作
家
）

と
浜
田
桂
子
さ
ん
（
絵
本
作
家
）
が
出

演
。
前
編
の
「
児
童
書
の
著
作
権
獲
得

の
歴
史
」
で
は
、
60
年
に
わ
た
る
児
童

書
の
絵
の
著
作
権
確
立
へ
の
流
れ
を
紹

介
す
る
。
後
編
の
「「
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
と
著
作
権
」
で
は
、
読
み
聞
か
せ

会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
読
み
聞
か
せ
を

行
う
際
に
著
作
権
者
へ
の
許
諾
申
請
が

必
要
な
こ
と
、
そ
の
申
請
方
法
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
子
ど
も
の
本
の
画
家
の
た
め
の
著
作

権
講
座
』
は
、「
財
産
権
と
権
利
制
限
」

「
著
作
者
人
格
権
」「
契
約
と
権
利
制
限
」

の
３
つ
に
つ
い
て
、丸
田
憲
和
さ
ん（
弁

護
士
）
が
解
説
。
著
作
権
者
向
け
の
内

容
だ
が
、
事
例
を
あ
げ
て
説
明
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
以
外
の
人
も
著
作
権
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
童
美
連
チ
ャ
ン
ネ
ル

https://w
w

w
.youtube.com

/@

童
美
連
チ
ャ
ン
ネ
ル

童美連チャンネル

　
公
益
社
団
法
人 

日
本
図
書
館
協
会

は
、
５
月
18
日
㈰
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

「
音
訳
者
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た

め
の
著
作
権
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
す
る
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
同
協
会
の
障
害

者
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
が
企
画
・
運
営
す

る
も
の
で
、
対
象
は
視
覚
障
が
い
者
等

の
資
料
を
作
成
し
て
い
る
音
訳
者
、
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
障
が
い
者
サ
ー
ビ

ス
を
担
当
す
る
図
書
館
職
員
ほ
か
。

　
内
容
は
、
①
「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
必
要
な
著
作
権
法
条
文
と
そ
の
解

説
」
講
師
＝
小
原
亜
実
子
（
大
阪
府
立

中
之
島
図
書
館
）　
②
「
政
令
指
定
グ

ル
ー
プ
へ
の
登
録
及
び
国
立
国
会
図
書

館
の
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー
タ
送
信

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ー
タ
提
供
を
考
え
て
い

る
方
の
た
め
に
、
国
立
国
会
図
書
館
障

害
者
用
資
料
検
索
（
み
な
サ
ー
チ
）
の

紹
介
」
講
師
＝
国
立
国
会
図
書
館
職
員

（
予
定
）　
③
「
全
国
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
紹
介
及
び
図

書
館
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
望
む
こ
と
」

講
師
＝
藤
田
晶
子
（
全
国
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）　
ほ
か

　
参
加
に
は
事
前
の
申
し
込
み
（
締
め

切
り
＝
５
月
８
日
㈭
）
と
、
参
加
費

（
１
０
０
０
円
）
が
必
要
。
内
容
の
詳

細
、
申
し
込
み
方
法
お
よ
び
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
は
、
日
本
図
書
館
協
会 

障

害
者
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の
サ
イ
ト
で
確

認
で
き
る
。

●
日
本
図
書
館
協
会 

障
害
者
サ
ー
ビ

ス
委
員
会

h
ttp

s://w
w

w
.jla.o

r.jp
/

portals/0/htm
l/lsh/index.

htm
l

■
音
訳
の
た
め
の
著
作
権
を
学
ぶ

著
作
権
を
学
び
、
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を

　
３
月
３
日
㈪
の
内
覧
会
で
西
巻
さ
ん

は
、
両
作
品
制
作
時
の
思
い
出
や
苦
労

話
を
披
露
し
、「『
わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー

ス
』
は
、は
じ
め
評
判
が
悪
か
っ
た
が
、

子
ど
も
が
図
書
館
で
見
つ
け
て
次
々
と

借
り
て
く
れ
た
。
子
ど
も
が
評
価
し
て

く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、
こ
の
仕
事

を
一
生
の
仕
事
に
し
よ
う
と
思
っ
た
」

と
語
っ
た
。

　
同
時
開
催
の「
ち
ひ
ろ
の
ア
ル
バ
ム
」

で
は
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
が
残
し
た
写

真
と
、
関
連
す
る
絵
を
と
も
に
展
示
。

ち
ひ
ろ
美
術
館
で
は
、
膨
大
な
量
の
写

真
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
、
研
究
資

料
と
な
る
『
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ 

写
真

資
料
目
録
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

　
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
（
長
野
県
松

川
村
）
で
は
、「
戦
後
80
年 

ち
ひ
ろ
と

世
界
の
絵
本
画
家
た
ち　
絵
本
で
つ
な

ぐ
『
へ
い
わ
』」
を
６
月
１
日
㈰
ま
で

開
催
。
絵
本
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
新
た
に
見
つ

か
っ
た
、ち
ひ
ろ
の
原
画
も
、東
京
館・

安
曇
野
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

●
ち
ひ
ろ
美
術
館
サ
イ
ト

https://chihiro.jp/

　
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東
京
（
東
京
都
練

馬
区
）
で
は
、
５
月
11
日
㈰
ま
で
、
展

覧
会
「
西
巻
茅
子 

は
じ
め
て
の
絵
本

『
ボ
タ
ン
の
く
に
』
そ
し
て
『
わ
た
し

の
ワ
ン
ピ
ー
ス
』
を
開
催
し
て
い
る
。

　
会
場
に
は
、
西
巻
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー

作
『
ボ
タ
ン
の
く
に
』（
こ
ぐ
ま
社
）

と
３
作
目
『
わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
』

（
こ
ぐ
ま
社
）
の
全
場
面
の
リ
ト
グ
ラ

フ
を
展
示
。『
ボ
タ
ン
の
く
に
』
の
リ

ト
グ
ラ
フ
は
、
新
た
に
版
を
お
こ
し
て

摺
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
工
程
も
動
画
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
巻
さ
ん

が
絵
本
に
携
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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い
。
出
版
社
の
作
業
量
に
見
あ
っ
て
い

る
の
か
、
不
安
が
残
る
」
と
述
べ
た
。

　
司
会
の
菊
池
壮
一
さ
ん
（
活
字
文
化

研
究
所
）
か
ら
は
、「
推
奨
図
書
を
一
気

に
購
入
せ
ず
、
定
期
的
な
購
入
に
分
散

さ
せ
る
方
法
も
あ
る
。
調
査
に
よ
る
購

入
冊
数
が
少
な
く
て
も
、
出
版
社
側
に

は
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
と
の
縁
が
で
き
、

新
刊
書
や
関
連
書
を
紹
介
す
る
日
常
的

な
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
出

版
社
側
の
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ
た
。

　
図
書
館
で
本
を
売
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
出
版
取
次
の
ト
ー
ハ
ン
と
日
販
が

そ
れ
ぞ
れ
、
自
治
体
や
図
書
館
と
連
携

し
、
書
店
空
白
地
を
中
心
に
取
組
を
進

め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
塩
尻
市

図
書
館
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
に

あ
わ
せ
、
市
内
書
店
組
合
と
連
携
し
て

本
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
が

さ
れ
た
。
出
版
社
の
立
場
か
ら
、
成
瀬

雅
人
さ
ん
（
原
書
房
）
は
、「
図
書
館

で
は
ぜ
ひ
、
貸
出
・
リ
ク
エ
ス
ト
待
ち

上
位
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
売
っ
て
ほ
し

い
。
誰
が
売
る
の
か
、
返
本
の
送
料
を

ど
う
す
る
か
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
道

す
じ
を
作
る
だ
け
で
も
あ
り
が
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
３
月
14
日
㈮
、
東
京
都
千
代
田
区
の

日
比
谷
図
書
文
化
館
で「
集
ま
れ
‼ 

書

店・図
書
館・出
版
社 

─
書
店
・
図
書

館
・
出
版
社
の
実
の
あ
る
交
流
を
目
指

し
て
─“
つ
ぎ
の
一
歩
”
を
踏
み
出
し

ま
せ
ん
か
‼
『
欠
本
調
査
報
告
と
つ
ぎ

の
一
手
の
提
案
』（
主
催
＝
千
代
田
区

立
千
代
田
図
書
館
）」が
開
催
さ
れ
た
。

　
昨
年
７
月
開
催
の「
は
じ
め
の
一
歩
」

で
提
案
さ
れ
た
「
出
版
社
に
よ
る
図
書

館
の
蔵
書
欠
本
調
査
」
に
つ
い
て
、
そ

の
後
の
実
施
状
況
が
報
告
さ
れ
、
さ
ら

に
書
店
・
図
書
館
・
出
版
社
が
協
働
し

て
図
書
館
で
本
を
販
売
す
る
な
ど
の
新

た
な
取
組
へ
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

　
欠
本
調
査
の
実
施
報
告
で
、
塩
尻
市

図
書
館
（
長
野
県
）
の
北
澤
梨
絵
子
さ

ん
は
、「
ど
れ
だ
け
市
民
に
使
っ
て
も

ら
え
る
か
を
重
視
し
て
い
る
。
市
内
に

は
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
が
多
い
の
で
、

理
工
書
を
充
実
さ
せ
た
い
と
、
オ
ー
ム

社
に
協
力
を
お
願
い
し
た
。
と
て
も
て

い
ね
い
な
コ
メ
ン
ト
と
作
業
で
、
判
断

に
迷
っ
て
い
る
部
分
の
背
中
を
押
し
て

も
ら
い
、書
架
の
充
実
に
つ
な
が
っ
た
」

「
た
だ
、
買
換
・
購
入
推
奨
の
タ
イ
ト

ル
を
す
べ
て
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な

■
書
店
・
図
書
館
・
出
版
社
の
協
働
を
目
指
し
て

図
書
館
欠
本
調
査
の
報
告
と

「
つ
ぎ
の
一
歩
」
へ
の
提
言

■
国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図
書
館 

展
示
会

世
界
の
子
ど
も
の
本
を
手
に
取
れ
る

展
示
会

　
国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図

書
館
（
東
京
都
台
東
区
）
は
、
５
月
25

日
㈰
ま
で
、
展
示
会
「
世
界
を
つ
な
ぐ

子
ど
も
の
本
―
２
０
２
２
年
国
際
ア

ン
デ
ル
セ
ン
賞
・
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ
ナ
ー
リ

ス
ト
図
書
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
こ
の
展
示
会
は
、
国
際
児
童
図
書
評

議
会
（
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）
が
隔
年
で
作
成
す

る
推
薦
児
童
書
リ
ス
ト
「
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ

ナ
ー
リ
ス
ト
」
２
０
２
２
年
版
の
掲
載

図
書
に
、
２
０
２
２
年
国
際
ア
ン
デ
ル

セ
ン
賞
受
賞
者
、
マ
リ
ー
＝
オ
ー
ド
・

ミ
ュ
ラ
イ
ユ
（
フ
ラ
ン
ス
）
と
ス
ー

ジ
ー
・
リ
ー
（
韓
国
）
の
諸
作
品
を
あ

わ
せ
た
、
約
200
冊
を
展
示
す
る
。

「
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ
ナ
ー
リ
ス
ト
」
は
、
Ｉ

Ｂ
Ｂ
Ｙ
各
国
支
部
が
自
国
で
新
た
に
発

行
さ
れ
た
児
童
書
の
な
か
で
外
国
に
紹

介
し
た
い
作
品
か
ら
選
ば
れ
る
。「
文

学
作
品
」「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作

品
」「
翻
訳
作
品
」の
３
部
門
か
ら
な
り
、

２
０
２
２
年
版
は
53
の
国
・
地
域
か
ら

47
言
語
163
作
品
を
選
出
。日
本
か
ら
は
、

文
学
作
品
＝
花
形
み
つ
る
／
作
『
徳
治

郎
と
ボ
ク
』、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

作
品
＝
田
島
征
三
／
作
『
つ
か
ま
え

た
』、
翻
訳
作
品
＝
長
野
徹
／
訳
『
ケ

ン
タ
ウ
ロ
ス
の
ポ
ロ
ス
』が
選
ば
れ
た
。

　
休
館
日
・
開
館
時
間
な
ど
詳
細
は
国

際
子
ど
も
図
書
館
ま
で
。

●
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.kodom

o.go.jp/ 「世界をつなぐ子ども
の本」展ちらし

　
公
益
社
団
法
人 
全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
、
推
薦
絵

本
リ
ス
ト
「
２
０
２
５ 
え
ほ
ん
50
─

全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
絵
本
委
員
会
選
定
（
協
力

＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議
）」
を
発

表
し
た
。

　
こ
の
リ
ス
ト
は
、
２
０
１
９
年
か
ら

毎
年
選
定
、
発
表
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
２
０
２
４
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
刊
行
さ
れ
た
絵
本
よ
り
、
全
国
Ｓ
Ｌ

Ａ
絵
本
委
員
会
が
「
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち

に
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
、テ
ー
マ
、ジ
ャ

ン
ル
、
程
度
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
推

薦
す
る
50
冊
が
厳
選
さ
れ
て
い
る
。

　
リ
ス
ト
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
エ
ク
セ
ル
形
式

の
フ
ァ
イ
ル
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
全

国
Ｓ
Ｌ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
可
能
。
絵
本
ご
と
に
目
安

と
な
る
対
象
程
度
も
記
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
推
薦
絵
本
の
書
影
と
内
容

紹
介
が
入
っ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　

ま
た
、
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
で
は
、
こ
の

「
２
０
２
５ 

え
ほ
ん
50
」
よ
り
、
１
年

間
を
代
表
す
る
特
に
優
れ
た
絵
本
と
し

て
、「
第
30
回 

日
本
絵
本
賞 

最
終
候

補
絵
本
」
30
点
を
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。
こ
ち

ら
の
リ
ス
ト
も
公
開
し
て
い
る
。

●
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・「
２
０
２
５
え
ほ
ん
50
」
紹
介
ペ
ー

ジ

h
ttps://w

w
w

.j-sla.or.jp/
recom

m
end/ehon50/

・「
第
30
回 

日
本
絵
本
賞 

最
終
候
補
絵

本
」
の
ペ
ー
ジ

h
ttps://w

w
w

.j-sla.or.jp/
a

w
a

rd
s

/e
h

o
n

/3
0

th
-

ehonshou-final.htm
l

■
「
２
０
２
５ 

え
ほ
ん
50
」
発
表

昨
年
発
行
さ
れ
た
絵
本
よ
り
選
ば
れ
た

50
冊
の
リ
ス
ト
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑷

　
２
０
２
４
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

へ
ん
で
す
が
、
対
応
力
が
つ
い
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て
き

て
も
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ

り
活
動
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
会
員
も

多
く
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
社
会
の

変
化
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
活
動
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
い

つ
も
変
わ
ら
ぬ
仲
間
の
笑
顔
が
あ
り
、

そ
れ
を
絵
本
が
繋
い
で
く
れ
て
い
る
。

読
み
聞
か
せ
を
待
つ
子
ど
も
た
ち
が
い

る
。
続
け
な
い
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
が
物
語
の
世
界
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
と
き
の
目
の
輝
き
が
好

き
で
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
れ

る
こ
と
が
喜
び
で
す
。
自
分
た
ち
の
で

き
る
こ
と
を
、
で
き
る
と
き
に
で
き
る

範
囲
で
、
無
理
せ
ず
・
あ
せ
ら
ず
・
た

毎
年
、
宇
田
祥
子
さ
ん（
島
根
県
）
を

招
い
て
、
メ
ン
バ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

ゆ
め
基
金
の
助
成
を
受
け
て
、

２
０
１
７
年
６
月
、
東
京
子
ど
も
図
書

館
の
講
師
、
内
藤
直
子
さ
ん
と
加
藤
節

子
さ
ん
お
ふ
た
り
を
招
き
、
講
習
会
と

お
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
２
年

後
に
も
、
平
田
美
恵
子
さ
ん
の
お
話
会

を
開
催
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の

大
人
に
も
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
活
動
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
回
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
準
備
し
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で

の
勉
強
会
を
続
け
ま
し
た
。

　
会
の
運
営
は
、
６
名
そ
れ
ぞ
れ
が
役

時
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
お
は
な
し
会
で
は
、
読
み
聞
か
せ
の

ほ
か
に
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
作
り

の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
う
ち
わ
シ
ア
タ
ー
・
手
袋
シ
ア

タ
ー
な
ど
も
行
い
、手
遊
び
や
折
り
紙
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
よ
り
手
品
な
ど

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
発
足
当
時
は
子
育
て
中
の
会
員
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
子
ど
も
を
背
負
い
な

が
ら
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
会
員
の
子
ど

も
を
交
代
で
抱
っ
こ
し
た
り
す
る
姿
を

見
て
、「
私
に
も
で
き
る
か
も
」
と
集

ま
っ
て
く
れ
た
会
員
も
い
ま
す
。

　
参
加
者
と
と
も
に
自
分
た
ち
も
楽
し

む
こ
と
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
が
、
続

け
る
に
し
た
が
い
、
行
き
づ
ま
り
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
と
き
は
、
研
修
会
に
参
加
・
主
催
し

た
り
、
近
隣
市
町
団
体
と
の
交
流
会
を

開
い
た
り
と
、
広
く
情
報
や
知
識
を
得

て
自
己
研
鑽
に
励
み
ま
し
た
。
特
に
図

書
館
で
は
参
加
者
に
年
齢
差
が
あ
り
、

そ
の
と
き
の
子
ど
も
た
ち
に
あ
わ
せ
て

絵
本
を
選
ぶ
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
た
い

　
１
９
９
１
年
11
月
、
市
貝
町
立
図
書

館
の
開
館
半
年
前
に
、
町
が
町
民
を
対

象
に
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
、ダ
ン
ボ
の
会
は
発
足
し
ま
し
た
。

「
①
絵
本
や
児
童
書
に
親
し
ん
で
も
ら

う　
②
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
楽

し
ん
で
も
ら
う　
③
図
書
館
を
多
く
の

人
に
利
用
し
て
も
ら
う
」を
目
標
と
し
、

毎
月
１
回
（
年
10
回
程
度
）
毎
回
50
分

程
度
、
幼
児
～
小
学
校
中
学
年
の
親
子

を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
「
ダ
ン
ボ
の
会
の
お
は
な
し
会
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
発
足
当
時
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
町
内
を
は
じ
め
近
隣
市
町
の
幼

稚
園
・
小
学
校
・
図
書
館
の
読
書
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、
１
歳
半
健
診

物
語
に
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の

喜
び
が
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ダ
ン
ボ
の
会

栃
木
県
芳
賀
郡
市
貝
町

〈
推
薦
〉

栃
木
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

北
井　

晴
美

「
米
子
お
は
な
し
か
ご
」
は
、
中
学
校

の
朝
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た

３
名
で
の
読
書
会
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
２
０
１
１
年
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

東
京
子
ど
も
図
書
館
の
「
お
話
の
講
習

会
」
を
受
講
し
、
楽
し
い
お
話
を
子
ど

も
た
ち
に
届
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
、
大
い
に
共
感
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
４
年
４
月
よ
り
米
子
市
立
図

書
館
の
協
力
を
得
て
、
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
の
お
話
会
を
立
ち
あ
げ
、

そ
の
後
、
３
名
の
仲
間
が
加
わ
り
、

２
０
１
７
年
４
月
か
ら
は
毎
月
第
３
土

曜
日
を
定
例
お
話
会
と
し
て
続
け
て
い

ま
す
。
夏
休
み
に
は
、「
小
さ
い
子
の

じ
か
ん
」「
大
き
い
子
の
じ
か
ん
」
の

お
話
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
に
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

を
大
人
に
も
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
思
い
で
年
１
回
、「
大
人
の
た
め
の
お

話
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

米
子
お
は
な
し
か
ご

鳥
取
県
米
子
市

〈
推
薦
〉

鳥
取
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

伊
澤　

和
恵

ゆ
ま
ず
・
侮
ら
ず
に
、
仲
間
を
認
め
あ

い
な
が
ら
、
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

深
い
学
び
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
届
け
た
い
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日
の
節
分
の
日
に
、
高
浜
地
区
の
「
隣

峰
寺
」
で
行
わ
れ
る
“
子
ど
も
節
分

会
”
へ
の
参
加
で
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
は
も
ち
ろ
ん
、
紙
芝
居
や
ゲ
ー
ム
な

ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
、
会
を
盛
り
あ
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
る
住
職
さ
ん
も
、
節
分
に
ち
な

ん
だ
お
は
な
し
や
絵
本
な
ど
も
読
ま
れ

て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
楽
し
く
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
子
ど
も

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大

人
ま
で
は
ば
広
い
年
齢
な
の
で
、
絵
本

選
び
も
い
ろ
い
ろ
悩
み
な
が
ら
…
…
。

年
に
一
度
の
こ
の
集
ま
り
は
、
残
念
な

こ
と
に
コ
ロ
ナ
以
降
休
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
小
学
校
の
春・夏・

冬
の
休
み
に
、
児
童
館
や
保
育
所
で
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

　
た
ぶ
ん
、
会
員
数
は
増
減
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
そ
の
と
き
ど
き
に
想
い
の

あ
る
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
会
が
誕
生
し
た
こ
ろ
と

現
在
で
は
、
世
の
中
の
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
ネ
ッ
ト
環
境
の

発
達
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
ス
マ
ホ
の
操
作
に
も

慣
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
ス
マ
ホ

も
ひ
と
り
一
台
の
時
代
。
そ
ん
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
読
み
聞
か
せ

が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
、
ま

当
時
の
天
草
郡
天
草
町
の
教
育
委
員
会

に
よ
り
、
町
の
中
央
公
民
館
図
書
室
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
の
が
始
ま

り
で
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
１
年
に

天
草
町
の
５
つ
の
小
学
校
（
福
連
木
、

下
田
北
、
下
田
南
、
高
浜
、
大
江
）
へ

の
読
み
聞
か
せ
を
開
始
し
ま
し
た
。
会

員
数
は
、５
～
10
名
で
推
移
し
な
が
ら
、

現
在
は
５
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
ま
ず
第
一
に
小
学
校

へ
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。
小
規
模
校
な

の
で
、１・２
年
生
、３・４
年
生
、５・

６
年
生
と
い
う
よ
う
に
２
学
年
ず
つ
合

同
で
月
１
回
ず
つ
行
い
ま
す
。
場
所
は

だ
い
た
い
、
広
い
音
楽
室
で
す
。
コ
ロ

ナ
の
間
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
活
動
は
、
毎
年
２
月
３

を
担
い
、
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
以
外
で
の
活
動
は
、
地
域
の

保
育
園
で
お
話
会
を
10
年
続
け
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
は
、「
子
ど
も
の
聴

く
力
を
育
て
た
い
」
と
の
考
え
で
、
別

の
保
育
園
の
年
長
児
に
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
語
り
手
を
増
や
し
た
い
と
考

え
、
今
年
夏
よ
り
、
私
た
ち
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
３
名
の
方
が
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
の
勉
強
会
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
を
知
ら
な
い
方
に
も
声
を
か
け
て
、

お
話
を
届
け
た
い
と
考
え
、
宇
田
祥
子

さ
ん
と
床
井
文
子
さ
ん
（
島
根
県
）
を

招
い
て
お
話
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
小
学
校
で
の
お
話
会
が
広

が
っ
て
、
定
着
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
仲
間
を
増
や
し
つ
つ
、
よ
り
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
お
話
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
、
活
動
を
継
続
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
絵
本
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
ひ
よ
っ
こ
の
会
」は
、１
９
９
８
年
に
、

ひ
よ
っ
こ
の
会

熊
本
県
天
草
市

〈
推
薦
〉

熊
本
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

仁
田　

直
美

対
面
で
の
読
み
聞
か
せ
が
子
ど
も

た
ち
を
育
む
と
信
じ
て

　

機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
688
号

（
２
０
２
５
年
３
月
15
日
発
行
）
の
６

ペ
ー
ジ
目
「
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩

み
」
に
お
き
ま
し
て
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

該
当
箇
所
＝
「
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ 

マ
ザ
ー
リ
ー
フ
」（
岩
手
県
一
関
市
）

本
文
10
行
目

【
誤
】「
…
…
再
結
成
し
て
２
０
２
２
年

に
…
…
」

【
正
】「
…
…
再
結
成
し
て
２
０
０
２
年

に
…
…
」

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
必
至

だ
と
思
い
ま
す
。

　
映
像
で
は
な
く
、
生
身
の
人
間
が
絵

本
を
読
む
と
き
、
作
者
の
想
い
が
読
み

手
の
口
か
ら
、そ
の
声
か
ら
、体
か
ら
、

表
情
か
ら
伝
わ
る
も
の
が
い
つ
か
子
ど

も
た
ち
を
育
む
心
の
体
の
ビ
タ
ミ
ン
と

な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ
か

ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
活
動

を
続
け
て
き
た
こ
と
、
続
け
て
ゆ
く
こ

と
が
宝
物
だ
と
信
じ
て
…
…
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
「
第
４

回 

い
っ
し
ょ
に
え
ほ
ん
写
真
コ
ン
テ

ス
ト 

２
０
２
５
」
を
開
催
す
る
と
発

表
し
た
。
募
集
要
項
は
、次
の
と
お
り
。

【
第
４
回 

い
っ
し
ょ
に
え
ほ
ん
写
真
コ

ン
テ
ス
ト 

２
０
２
５
】

◆
募
集
期
間
＝
４
月
21
日
㈪
～
５
月
19

日
㈪

◆
選
者
＝
か
さ
い
ま
り
さ
ん
（
絵
本

作
家
）、
金
柿
秀
幸
さ
ん
（
絵
本
ナ
ビ

代
表
）、
き
な
こ
さ
ん
（
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
）

◆
大
賞
賞
品
＝
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
山

口
み
れ
い
さ
ん
に
よ
る
大
賞
作
品
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト
と
、
受
賞
写
真
を

レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
書

カ
ー
ド
（
５
０
０
０
円
分
）

■
募
集
内
容
＝
子
ど
も
と
の
絵
本
の
ひ

と
と
き
を
撮
影
し
た
写
真
と
コ
メ
ン
ト

（
100
字
以
内
）

◆
応
募
方
法
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
のInstagram

を
フ
ォ
ロ
ー

し
、「#

い
っ
し
ょ
に
え
ほ
ん
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
２
５
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
の
ア
カ
ウ
ン
ト
名 @

bookstart_japan 

を
入
れ
て
、
写

真
と
コ
メ
ン
ト
を
投
稿

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

子
ど
も
と
絵
本
の
写

真
を
募
集
！

お
詫
び
と
訂
正



事
務
局
報
告
（
３
月
）

・
３
日
＝
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東
京 

展
示
内
覧

会
出
席

・
４
日
＝
台
東
区
役
所
訪
問
、「
上
野
の
森
親

子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ 

２
０
２
５
」
の
件

う
ち
あ
わ
せ

☆
５
日
＝
決
算
資
料
確
認
お
よ
び
う
ち
あ
わ
せ

（
契
約
会
計
士
来
所
）

☆
６
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
688
号 

入
稿

☆
７
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
688
号 

責
了

☆
７
日
＝
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
訪
問
、
役

員
改
選
に
つ
い
て
う
ち
あ
わ
せ

☆
７
日
＝
２
０
２
５
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

趣
旨
書 

出
来

☆
11
日
＝
２
０
２
５
「
読
書
週
間
」
イ
ラ
ス
ト

募
集
ポ
ス
タ
ー
入
稿

・
11
日
＝
日
本
児
童
出
版
美
術
家
連
盟 

懇
親

会 

出
席
（
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
）

・
12
日
＝
「
伊
藤
忠
記
念
財
団 

子
ど
も
文
庫

助
成
事
業
」
応
募
要
項 

送
付
開
始

☆
14
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
688
号 

出
来

・
14
日
＝
千
代
田
図
書
館
主
催
「
あ
つ
ま
れ
‼ 

書
店
・
図
書
館
・
出
版
社
」
参
加
（
日
比

谷
図
書
文
化
館
）

☆
18
日
＝
内
閣
府
サ
イ
ト
に
２
０
２
５
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
等
提
出

・
19
日
＝
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
紀
尾
井
町
・
と
う

が
ね
」
実
行
委
員
会
来
所
、
う
ち
あ
わ
せ

☆
21
日
＝
２
０
２
５
「
読
書
週
間
」
イ
ラ
ス
ト

募
集
ポ
ス
タ
ー
校
了

・
24
日
＝
２
０
２
５
文
部
科
学
省
「
読
書
推
進

活
動
」
に
関
す
る
審
査
、
審
査
表
提
出

☆
25
日
＝
第
１
回 

常
務
理
事
会
案
内
郵
送

☆
25
日
＝
２
０
２
５
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

に
つ
い
て
、
電
通
に
素
材
を
送
付
、
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
依
頼

・
28
日
＝
２
０
２
５ 

文
部
科
学
省
「
読
書
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」に
関
す
る
審
査
、

審
査
表
提
出

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
去
年
の
８
月
に
公
開
さ
れ
た
自
主
制
作

映
画
『
侍
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
パ
ー
』
の
人
気

は
ま
だ
続
い
て
い
る
よ
う
だ
。
脚
本
、
撮

影
、
照
明
、
編
集
、
機
材
の
運
搬
や
ポ
ス

タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
こ
な
し
た
と
い
う

安
田
淳
一
監
督
が
、
時
代
劇
と
チ
ャ
ン
バ

ラ
へ
の
愛
を
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
こ
ん
で
完

成
さ
せ
た
作
品
だ
。
池
袋
の
シ
ネ
マ
・
ロ

サ
１
館
で
始
ま
っ
た
公
開
が
あ
っ
と
い
う

間
に
全
国
規
模
に
。
自
主
制
作
映
画
と
し

て
は
『
カ
メ
ラ
を
止
め
る
な
！
』
以
来
の

大
ヒ
ッ
ト
だ
そ
う
で
、多
数
の
賞
を
受
賞
、

現
在
も
上
映
中
と
の
こ
と
。
私
は
秋
こ
ろ

に
劇
場
で
観
て
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
に
感

服
。
こ
の
３
月
に
は
サ
ブ
ス
ク
で
も
配
信

が
始
ま
り
、
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
る
。

●
幕
末
の
動
乱
を
生
き
て
い
た
会
津
藩
士

が
「
宿
敵
」
の
長
州
藩
士
と
剣
を
交
え
て

い
る
最
中
に
、
雷
に
打
た
れ
て
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
や
っ
て
き
た
の
は

現
代
の
京
都
東
映
撮
影
所
、
と
い
う
お
話

だ
。
太
秦
の
撮
影
所
が
全
面
的
に
協
力
し

て
撮
影
さ
れ
た
そ
う
で
、
主
人
公
は
「
斬

ら
れ
役
」
と
し
て
現
代
で
身
を
た
て
て
い

こ
う
と
す
る
。コ
メ
デ
ィ
の
要
素
も
あ
り
、

時
代
劇
好
き
、
そ
し
て
「
会
津
び
い
き
」

と
し
て
は
、
感
情
移
入
し
て
し
ま
う
。

●
映
画
の
後
半
に
主
人
公
が
ク
ラ
シ
カ
ル

な
バ
ー
で
ス
コ
ッ
チ
を
飲
む
シ
ー
ン
が
あ

る
が
、
私
も
好
き
な
オ
ー
ク
ラ
京
都
の

「
チ
ッ
ペ
ン
デ
ー
ル
」
で
ロ
ケ
を
し
て
い

て
、
こ
う
い
う
デ
ィ
テ
ー
ル
も
う
れ
し
い

（
以
上
ネ
タ
バ
レ
は
な
い
つ
も
り
）

●
何
度
も
観
る
う
ち
、
ど
う
し
て
も
時
代

も
の
に
意
識
が
向
い
て
い
く
。
あ
る
時
期

よ
く
読
ん
だ
「
剣
豪
も
の
」「
秘
剣
も
の
」

を
ひ
さ
し
ぶ
り
に
引
っ
ぱ
り
だ
し
て
再
読

し
て
み
よ
う
か
し
ら
。　
　
　
（
佐
々
木
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と
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秋
の「
読
書
週
間
」の
シ
ン
ボ
ル
、
ポ

ス
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

○
賞

・
大
賞
（
１
名
）
…
…
賞
状
と
賞
金

10
万
円

・
優
秀
賞（
３
名
）
…
…
賞
状
と
賞
金

１
万
円

・
入
選（
10
名
前
後
）…
…
記
念
品（
図

書
カ
ー
ド
）

○
応
募
要
項

①
標
語
「
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、
深
呼

吸
。」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
未
発
表
の
創

作
原
画　
＊「
読
書
週
間
」
な
ど
の
文

字
情
報
は
作
品
に
入
れ
な
い
こ
と

②
サ
イ
ズ
＝
Ｂ
４
判
、
タ
テ

③
用
紙
・
画
材
＝
自
由

④
Ｃ
Ｇ
作
品
は
ト
ン
ボ
を
含
む
Ｂ
３
で

作
成
、
Ｂ
４
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る

⑤
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
と
も
可

⑥
立
体
、
半
立
体
、
写
真
、
コ
ピ
ー
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
作
品
は
不
可

⑦
応
募
資
格
＝
高
校
生
以
上
。
合
作
は

可
だ
が
、
応
募
は
ひ
と
り
１
点

⑧
ハ
ガ
キ
大
の
用
紙
に
以
下
を
明
記

し
、
作
品
の
裏
面
に
添
付
の
こ
と

氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

年
齢
、職
業
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任
意
）

⑨
応
募
締
切
＝
６
月
10
日
㈫
必
着

⑩
送
り
先
・
問
い
あ
わ
せ
先

〒101-0051　

東
京
都
千
代
田
区

神
田
神
保
町
１
─  

32　

出
版
ク
ラ
ブ

ビ
ル
６
階

公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会

「
読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
」
係

℡
＝
０
３
─
５
２
４
４
─
５
２
７
０

⑪
発
表
＝
８
月
上
旬
、
入
賞
者
に
通
知

⑫
入
賞
作
の
二
次
使
用
権
は
公
益
社
団

法
人 
読
書
推
進
運
動
協
議
会
に
帰
属

⑬
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
返
却
希
望

者
は
そ
の
旨
を
明
記
し
、
着
払
い
伝
票

（
必
要
事
項
記
入
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
限

る
）
を
同
封
の
こ
と

2025・第 79 回 読書週間
ポスターイラスト募集

標語は「こころとあたまの、深呼吸。」

2022 年
たしまさとみさん

2024 年
熊 梨江さん

2021 年
しらいたまもさん

2023 年
鈴木初奈さん


